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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、進化的に保存されたCAN（CerberusおよびDAN）タンパク質ファミリーの創始メンバーであり、多くのシグナル伝達分子に見られるCTCK（C末端シスチンノット様）モチーフに類似したドメインを含みます。これらのタンパク質は分泌され、BMP（骨形成タンパク質）に結合して受容体との相互作用を阻害することにより、BMP拮抗薬として作用します。したがって、成長および発達において重要な役割を果たす可能性があります。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されています。この遺伝子座と上流のミトコンドリア内膜形成システム1遺伝子（GeneID 440574）との間でリードスルー転写が観察されています。[RefSeq提供、2013年5月],疾患：NBL1の欠陥は、ヒト神経芽腫の発生および/または進行の原因である可能性があります。,機能：神経芽腫の腫瘍抑制遺伝子の候補となる可能性があります。細胞が形質転換プロセスの最終段階（G1/S）に入るのを防ぐ上で重要な役割を果たす可能性があります。,類似性:DAN ファミリーに属します。,類似性:1 つの CTCK（C 末端シスチン ノット様）ドメインを含みます。,組織特異性:正常肺および髄膜腫に最も多く存在します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NBL1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	NBL1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	NBL1抗体を用いたJurkat細胞およびCOLO細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したDANポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

